
日本の参加実績 

回 年 開催地 参加者数（国数） 日本人参加者 参加者所属 

９ ２０１３ 英国オックスフォード ？ ４？ ？ 

８ ２０１２ 英国オックスフォード ７９（２９） ７ 北電、関電、日本NUS、HGE、

JNES（２）、東工大 

７ ２０１１ 英国オックスフォード ７８（３４） ３ 関電、JAEA、HGE 

６ ２０１０ 英国オックスフォード ９９（３０） ４ 原燃、電中研、JAEA、HGE 

５ ２００９ 英国オックスフォード １０１（３７） ５ 東京電力、中部電力、東大、

HGE、三菱重工 

４ ２００８ カナダ・オタワ １００（３６） １ 三菱重工 

３ ２００７ 韓国大田 １０２（３５） ２ 東工大、GNF 

２ ２００６ ストックホルム ８９（３４） １ 東工大 

１ ２００５ 米国アイダホ ７７（３４） ２ JAEA、東工大 

実績が示すように、WNU 創設以降 SI には東京工業大学が精力的に参加を奨励しその存在を国内に示すパイ

オニア的役割を果たしてきた。２００９年以降、参加者数が増えたのは原産協会の周知活動、支援活動が功を

奏している。 


